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l．緒言  

石油業界においては、早くて正確な生産計画作業が要求されており、特にスケ  
ジューリ ングの自動化が議論されてきた。近年線形計画法やシミ ュ レーショ ンに  

よるアプローチは手法の改良やコンピューターの性能の向上に伴い、大規模なモ  
デルの実用例がみられる。一方現時点では実用上は殆どが対話型のシステムが大  
半である。これらのシステムでは「モデル化」の観点は取られず、通常のプログ  
ラ ミ ング技術で開発されている。   

今回製油所の生産スケジューリ ングについて対話型シ 

をオブジェクト指向技法を取り入れて試みたので報告する。   

2．目的   

スケジューリ ングの自動化につ  

が、実際の装置の挙動についての  
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3．計画の内容  
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本研究では1ケ 月分の製油所設備のス  ング問題である。 日 々の装置  

バラ ンスと性状の制約を満た  

ジ
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とタ ンクの切り替えと順序づけを計画する。  

しながら、月間の目標値に可能な限り近づける。   

計画問題の規模と しては、  

・期間  31日  。タ ンク  2 3基   。装置  3種類  

を基本的にはガントチャート形式の計画表をC R T画面上で作成する。   

5．結果及び考察   

（1）結果   

今回モデルとして表現する方法として、オブジェクト指向の方法を利用しモデ  

ル化した。この中で以下の点について可能になった。  

。担当者の着目点に従った計画作成手順  

・計画作成操作のデータ入力量の削減  
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（2）考察  
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6．終わりに   
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